
　１月12日、常陸大宮市文化センター●ロゼホール
で「令和７年はたちのつどい」を開催しました。今年
度のはたちのつどい対象者は398人で、そのうち
309人が出席しました。出席者は、思い思いの振袖
やスーツなどに身を包み、旧友との再会に話がはず
み、会場にはにぎわいがあふれました。
　今月号では、はたちのつどいに出席した皆さんの
フレッシュな笑顔と、この日のために準備した晴れ
の日のファッション、代表者による「はたちの主張」
や市長からのメッセージをお届けします。

鈴木市長からメッセージ
　皆さんには、色々な意味での社
会に対する勉強を積み上げ、物言
う国民として、この日本という国
をしっかり造り上げる意識を持っ
ていただければと思っております。
また、自ら情報をとりに行き、自

分の頭で考え、行動できる人になっていただければ
と思います。

　私は現在、ひとり暮らしを
しながら大学に通っていま
す。周りの人たちに精神的に
支えてもらった私は、自分も
誰かの精神的な支えになりた
いと思い、心理学を学んでい
ます。その学びを生かして多
くの人を支え、心のよりどこ

ろのような存在になりたいです。お世話になった方々
への感謝の気持ちを忘れず、恩返しができるように
もっと成長していきたいです。

　20歳になった私たちには、
人生で一番の情熱をもって生
きていく力がみなぎっていま
す。20歳限りで燃やせるこの
特別な情熱が、不可能を可能
にしてくれるはずです。生後
間もなく授かった純白な翼
は、20年で、どの環境下でも
朽ちることのない、頑丈で、情熱に燃える「図

と な ん
南の

翼」となりました。準備はいいですか。さあ、これ
から最高の人生を始めましょう。

「他の人が選ばない色を使いた
い」とチョイスした蛍光イエロー
の差し色が印象的！

黒・ゴールドが好きで、髪色も
式に合わせてカラーリング！「イ
メージピッタリの振袖を選ぶこ
とができました！」

「かわいいよりかっこいい方が 
私らしいと思って選びました」と
ブラウンのスーツで参加！

はたちの主張

Pick Up!Pick Up!

はたちのつどいはたちのつどい特
集

大瀧　圭佑 さん藤田　果音 さん
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